
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
バ
ス
に
乗
っ
た

時
、
電
車
に
乗
っ
た
時
な
ど
に
足
が
痛
い

の
に
満
席
で
座
れ
な
い
っ
て
い
う
こ
と
だ

っ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
だ
め

な
と
こ
ろ
は
、
私
た
ち
が
少
し
気
を
つ
け

る
事
で
直
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
、
住
み
や
す
い
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
工

夫
が
さ
れ
て
い
て
も
私
た
ち
が
気
を
つ
け

て
行
動
し
て
い
な
か
っ
た
ら
工
夫
さ
れ
て

も
意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

な
の
で
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
歩
道
に

自
転
車
を
と
め
な
い
と
か
、
お
年
よ
り
や

障
害
者
の
人
た
ち
が
、
バ
ス
や
電
車
に
乗

っ
て
き
た
ら
、
席
を
ゆ
ず
っ
て
あ
げ
る
と

か
、
気
を
つ
け
て
行
動
す
れ
ば
い
い
ん
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
み

ん
な
が
住
み
や
す
い
町
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
み
ん
な
が
努
力
し
て
み
ん

な
が
住
み
や
す
い
町
だ
な
。
い
い
町
だ
な

と
思
っ
て
く
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

早
く
、
そ
う
思
え
る
日
が
来
る
よ
う
に

私
も
、
考
え
て
行
動
し
て
い
か
な
い
と
だ

め
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
住
み
や
す
い
町

川
部
紗
矢
香
さ
ん

（
西
中
学
校
１
年
）

私
は
、
今
、
お
年
よ
り
の
人
や
子
ど
も
、

外
国
人
、
障
害
者
の
人
た
ち
の
住
み
や
す

い
町
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

彦
根
駅
や
病
院
、
公
園
、
図
書
館
、
お

店
な
ど
、
み
ん
な
で
使
う
場
所
は
、
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
公
園
に
は
ベ
ン
チ
が
あ
っ
た

り
、
図
書
館
に
は
仕
事
で
夜
、
遅
く
帰
っ

て
き
た
り
す
る
人
の
た
め
に
本
を
返
せ
る

ボ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
り
、
病
院
に
は
、
ろ

う
か
に
手
す
り
が
あ
っ
た
り
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
り
、

彦
根
駅
に
は
ホ
ー
ム
ま
で
お
り
ら
れ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
り
、
お
店
に
は
商

品
を
置
く
台
の
高
さ
を
低
く
し
た
り
な
ど

の
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
彦
根
駅
の

電
車
が
何
時
に
ど
こ
へ
行
く
か
と
い
う
電

子
看
板
や
町
を
表
す
看
板
な
ど
に
も
日
本

語
の
文
字
の
下
に
ロ
ー
マ
字
が
書
い
て
あ

る
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
道

に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ
た
り
、
音
の

鳴
る
信
号
機
が
あ
る
な
ど
と
い
う
工
夫
も

あ
り
ま
す
。

で
も
、
私
た
ち
は
住
み
や
す
い
と
思
っ

て
い
る
け
ど
お
年
よ
り
や
障
害
者
の
人
た

ち
は
、
住
み
に
く
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
歩
道
に
と
ま
っ
て
い
る
自
転

車
で
す
。
は
し
に
と
め
て
い
る
の
も
あ
る

け
ど
、
ひ
ど
い
時
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に

自
転
車
が
と
ま
っ
て
い
る
時
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
楽
だ
け
ど
お
年
よ

り
の
人
や
障
害
者
の
人
に
と
っ
て
は
歩
き

に
く
い
の
で
い
や
な
思
い
を
し
て
い
る
と

駅
や
病
院
な
ど
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
立
場
で
再

度
そ
の
工
夫
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
他
者
を
気
遣
っ
た
行
動
を
す
る
こ
と

が
住
み
や
す
い
町
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
気
づ

い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
町
に
す
る

た
め
に
本
当
に
大
切
な
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

2007

10/15

学
年
は
応
募
時

の
も
の
で
す
。
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納
め
て
い
た
だ
い
た

国
民
年
金
保
険
料
は
、

す
べ
て
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
な

ど
を
算
出
す
る
際
に
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
し
て
、
課
税

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
合

計
で
す
。
過
去
に
納
め
忘
れ
て
い
た

期
間
や
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
の

保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
、
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
社
会
保
険
庁
が
発
行
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」、
ま
た
は
領
収
証
書
が

必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
証
明
書
は
、
11
月
上
旬

社
会
保
険
庁
か
ら
発
送
さ
れ
ま
す
。

発
送
時
期
は
、
平
成
19
年
１
月
か
ら

９
月
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
10
月
以
降
に
初
め
て
納
付
さ

れ
た
人
へ
の
証
明
書
の
発
送
は
、
平

成
20
年
２
月
に
な
り
ま
す
。

30
歳
未
満
の
人
は
、

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
と
そ
の

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
原
則
と

し
て
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で

す
。承

認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
支
給

さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の

と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金

や
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
も
算
入

さ
れ
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

前
年
所
得
（
平
成
18
年
所
得
）
の

少
な
い
人

※
所
得
の
目
安

単
身
世
帯
57
万

円
、
夫
婦
世
帯
92
万
円

平
成
18
年
４
月
以
降
に
失
業
、
倒

産
、
天
災
な
ど
に
あ
っ
た
人

障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の

人

な
ど

申
請
先
　

保
険
年
金
課

問
い
合
わ
せ
先

▼
国
民
年
金
保
険
料
や
免
除
制
度
に

つ
い
て
　
彦
根
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課

23

１
１
１

４
番
　

▼
年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
つ
い
て

同
事
務
所
年
金
給
付
課

23

１

１
１
６
番

▼
フ
ァ
ク
ス
で
の
問
い
合
わ
せ

彦
根
社
会
保
険
事
務
所
Ｆ
Ａ
Ｘ

23
９
０
３
８
番
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料
が

助
成
さ
れ
ま
す

高
齢
者
が
年
齢
に
応
じ
た
適
切
な

運
動
を
行
う
こ
と
で
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
る
こ
と
や
、
介
護
の
状

態
が
悪
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

介
護
福
祉
課
で
は
、

高
齢
者
が
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す

る
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
彦
根
市
の
介
護

保
険
被
保
険
者
（
要
介
護
認
定

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人
は

対
象
外
で
す
。

助
成
額

施
設
利
用
料
の
２
分
の
１

※
助
成
限
度
額
は
、
一
年
度
に
つ
い

て
、
一
人
３
、０
０
０
円

対
象
施
設

フ
ィ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
彦
根

（
開
出
今
町
）
、
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
８
１
０
（
竹
ヶ

鼻
町
）

※
フ
ィ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
彦
根
は
、
ス
ポ

ー
ツ
講
座
の
受
講
に
限
り
ま
す
。

申
請
方
法
　
施
設
利
用
料（
受
講
料
）

の
領
収
書
、
印
鑑
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
振
込
先
の
金
融

機
関
口
座
の
分
か
る
も
の
を
持

っ
て
、

介
護
福
祉
課
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
が

な
い
場
合
は
、
施
設
で
支
払
い

の
証
明
に
な
る
も
の
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課

23
９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26

１
７
６
８
番

琵
琶
湖
・
淀
川
河
川
整
備
に

ご
意
見
を

琵
琶
湖
・
淀
川
の
、
今
後
の
河
川

整
備
に
関
す
る
ご
提
案
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
国
が
予
定
し
て

い
る
河
川
整
備
計
画
の
原
案
や
、
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
会
の
ご
案
内

は
、
琵
琶
湖
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
提
出
方
法
　
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
淀
川
水
系
河
川

整
備
計
画
原
案
ご
意
見
受
付
係

（
〒
５
４
１
６
６
９
０
　
船
場
郵
便
局

私
書
箱
62
号
）
へ

問
い
合
わ
せ
先
　
国
土
交
通
省
近
畿

地
方
整
備
局
淀
川
水
系
河
川
整
備

計
画
原
案
ご
意
見
受
付
係

06

４
９
６
４

２
３
２
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
４
９
６
４
２
４
３
４

番
、メ
ー
ル
の
送
信
はhttp://w
w

w
.

yodogaw
a.kkr.m

lit.go.jp/seibi/

index.htm
l

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp

://w
w

w
.

biw
akokasen.go.jp/

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

所
得
税
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

社
会
保
険
料
を
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
は
、
社
会
保

険
庁
が
発
行
す
る
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
額
の
証
明
書
で
す
。

期
間

〜
11
月
25
日

場
所

彦
根
城
天
秤
櫓

招
き
猫
は
、
彦
根
藩
２
代
藩
主
・
井
伊
直
孝
が
、
鷹
狩
り
の
途
中
、

猫
に
導
か
れ
、
雷
雨
を
逃
れ
た
と
い
う
豪
徳
寺
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
故

事
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
招
き
猫
は
、
招

福
開
運
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

広
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
招
き
猫
と
の
関

わ
り
が
深
い
全
国
の
社
寺

や
、
焼
物
の
産
地
別
、
郷
土

玩
具
な
ど
、
テ
ー
マ
別
に
約

３
０
０
点
の
「
招
き
猫
」
を

一
堂
に
集
め
て
展
示
し
て
い

ま
す
。
国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
期
間
中
に
天
秤

櫓
で
行
わ
れ
る
最
後
の
特
別

展
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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お
忘
れ
な
く
　
新
一
年
生
の

就
学
時
健
康
診
断

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児

（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
同
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
日
と
会
場
と
な
る
小
学
校

11
月
１
日

佐
和
山
小
学
校

５
日

金
城
小
学
校

６
日

鳥
居
本
小
学
校

７
日

稲
枝
東
小
学
校

８
日

城
東
小
学
校

12
日

稲
枝
北
小
学
校

13
日

城
南
小
学
校

19
日

平
田
小
学
校

20
日

城
陽
小
学
校

21
日

若
葉
・
高
宮
小
学
校

22
日

城
北
小
学
校

27
日

河
瀬
・
稲
枝
西
小
学
校

28
日

旭
森
小
学
校
　
　

29
日

城
西
・
亀
山
小
学
校

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
同
２
時

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、
健
康
診

断
票
と
保
健
調
査
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
診
し
て
い
た
だ
く
日
と

会
場
は
通
知
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で
き
な

い
場
合
は
、
会
場
と
な
る
小
学
校
と
、

変
更
し
て
受
診
す
る
小
学
校
に
連
絡

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
実
施
日
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
さ
れ
た
事

項
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

教
育

委
員
会
保
健
体
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
保

健
体
育
課

24

７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
９
１
９
０
番

ご
覧
く
だ
さ
い
　
琵
琶
湖
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
本
人
の

申
請
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◆
登
録
者
名
簿
の
縦
覧
◆

期
間

10
月
20
日

〜
11
月
３
日
（土・祝）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
４
階
）、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
庁
舎
西
口
宿
直
室

市
内
に
住
所
か
事
業

所
が
あ
る
人
で
、
１
年
に
90
日
以

上
漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を
営
む

か
、
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使

用
し
て
水
産
動
植
物
の
採
捕
ま
た

は
養
殖
に
従
事
し
、
今
年
の
12
月

５
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
人
な
ど

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局

30

６
１
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３

９
８
番

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

許
可
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
す今

日
の
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
の

な
か
で
、
人
や
施
設
の
郊
外
へ
の
拡

散
を
抑
え
、
街
の
機
能
を
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構
造
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
19
年

11
月
30
日
か
ら
都
市
計
画
法
が
改
正

さ
れ
ま
す
。
改
正
に
伴
い
、
開
発
許

可
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
点

こ
れ
ま
で
開
発
許
可
が
不
要
と
さ

れ
て
い
た
社
会
福
祉
施
設
、
医
療

施
設
、
ま
た
は
学
校
を
建
設
す
る

目
的
で
行
う
開
発
行
為
は
、
新
た
に

開
発
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
の
周
辺
に
居
住

し
て
い
る
人
が
利
用
す
る
病
院
の

建
設
な
ど
、
一
定
の
公
益
上
必
要

な
開
発
行
為
の
許
可
基
準
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
開
発
許
可
が
不
要
と
さ

れ
て
い
た
国
、
県
な
ど
が
行
う
開

発
行
為
に
つ
い
て
も
、
開
発
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
規
模
な

開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
許
可
基

準
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
大
規
模
な
開
発
行
為
は
、
地
区
計

画
が
定
め
て
い
る
場
合
の
み
、
許
可

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
せ
先

都
市
計
画
課

30
６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
８

５
１
７
番
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い
た
だ
き
、
月
間
の
集
計
を
市
に

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、

調
査
方
法
説
明
の
た
め
、
事
前
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
10
月
18
日

〜
25
日

募
集
数

50
世
帯
（
１
人
世
帯
で
も

可
）
程
度

応
募
方
法
　
電
話
で

清
掃
セ
ン
タ

ー
管
理
課
ま
で

ご
み
減
量
と
資
源
化
を
推
進
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
を
集
め
る
た
め
、

生
ご
み
や
紙
類
な
ど
、
家
庭
ご
み
の

組
成
調
査
を
行
い
ま
す
。
本
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し

ま
す
。

調
査
期
間

11
月
１
日

〜
同
30
日

調
査
方
法

毎
日
ま
た
は
数
日
に
１

回
、
ご
自
分
の
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
成
分
ご
と
の
重
さ
を
量
っ
て

廃
食
用
油
の
回
収
に

ご
協
力
を

市
民
の
皆
さ
ん
の
家
庭
か

ら
出
る
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の

廃
食
用
油
を
、
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
市
内
５
か
所
に
廃

食
用
油
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
　
市
役
所
１
階
（
生

活
環
境
課
付
近
）、
清
掃
セ
ン

タ
ー
玄
関
口
、
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
、
鳥
居
本
出
張

所
、
稲
枝
支
所

持
ち
込
み
時
間

月
〜
金
曜

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

注
意
事
項

▼
持
ち
込
む
と
き
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ

か
り
と
閉
め
て
く
だ
さ
い
）、
ま

た
は
専
用
容
器
（
廃
食
用
油

以
外
利
用
禁
止
）
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

▼
専
用
容
器
を
希
望
の
人
は
、

各
施
設
の
職
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

▼
廃
食
用
油
以
外
（
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
、
ご
み
な
ど
）

は
、
絶
対
に
持
ち
込
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。

家
庭
ご
み
の
組
成
調
査
を
し
て
い
た
だ
く

市
民
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

ご
み
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
す
る
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ

ア
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
に
報
告
し
、

ご
み
減
量
等
に
関
す
る
審
議
会
提
案

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間

10
月
18
日

〜
11
月
30

日
応
募
方
法

清
掃
セ
ン
タ

ー
、

生
活
環
境
課
窓
口
ま
た

は
支
所
・
各
出
張
所
に
置
い
て
あ

る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
持
参
し

て
い
た
だ
く
か
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
減
量
と
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す

10月２日就任

小田柿幸男 教育長

稲枝中学校長、東中学校長を歴任、57歳

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
課

22

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24

７
７
８
７
番
、
Ｅ
メ
ー

ル: se
iso

u
ka

n
@

o
b

o
e

.

ocn.ne.jp

※
廃
食
油
に
つ
い
て
は
、

生
活
環
境
課

30

６
１
１

６
番
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。

ひこね燦ぱれす秋祭
いきいき講座受講生作品展 11月１日 ～15日

９：00～21：00（15日は、17：00まで）

１日体験講座(下の表のとおり) 事前に窓口での申込が必要です。

10月17日 から先着順に受け付けます。

申込・問い合わせ先 ひこね燦ぱれす（小泉町） 26 7272、FAX26

7377

7 広報ひこね　平成19年10月15日

〈内容〉お城まつりに合わせて、簡易な時代劇衣装をつけ、

町娘や侍などに変身してみませんか 〈日時〉11月３日

同４日 各日とも9：00～11：00、14：00～16：00

〈受付場所〉彦根城博物館前（着付け場所は彦根城博物館内）〈参

加料〉一人500円 〈その他〉予約不要。子ども衣装もあります

〈問い合わせ先〉彦根いい秋散策プラン班（彦根商工会議所内）

22 4551（月～金曜日のみ）、FAX26 2730

「マーケティングの新しい波をとらえる」

〈日時〉10月21日 15：00～17：00 〈講師〉栗木契（神戸大学

大学院経営学研究科准教授） ほか　

「真善美～安部次郎と和辻哲郎」

〈日時〉11月23日 14：00～16：00 〈講師〉ポール・レー

ガン（同センター所長）

〈定員〉各回70人 〈受講料〉無料 〈申込・問い

合わせ先〉電話でミシガン州立大学連合日本センター 26

3400へ

〈歌詞のコンセプト〉 本学の理念、学風に沿ったもの　

〈応募形式〉形式

は自由ですが、歌詞は３番までとしてください。また、未

発表の作品に限ります 〈募集期限〉10月31日 〈応募・問

い合わせ先〉住所・氏名・年齢・連絡先を書いて、はがき、

またはEメールで、滋賀県立大学校歌制定委員会事務局（〒

522 8533八坂町2500） 28 8507、ＦＡＸ28 8470、Eメー

ル：keiei_senryaku@office.usp.ac.jpへ

「外国籍市民施策懇談会」は、外国籍を持つ市民が抱える

さまざまな問題について話し合い、だれもが安心して暮ら

せる地域社会を築くため、彦根市が設置しています。この

懇談会の委員を募集します。懇談会の委員には、公募委員

のほかに、関係団体からの数人が加わります。会議は、年

数回、土曜日の午前中に開催する予定です。また、委員の

報酬はありません。〈委員の任期〉委嘱の日から２年間〈募

集人員〉外国籍市民５人以内、日本国籍市民５人以内（応募

者多数の場合は選考します）〈応募資格〉平成19年４月１日現在

18歳以上で、基本的な日本語が話せ、理解できる人 〈募

集期限〉11月12日 〈申込・問い合わせ先〉 市民交流課

30 6113、FAX22 1398へ

〈日時〉11月3日 10：00～14：00（雨天のときは中止）

〈場所〉 稲枝支所周辺 〈出店料〉１ブース500円 〈申込期

限〉10月24日 〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往

信の裏面に住所、氏名、電話番号、出店品目、人数、出店希

望日を、返信の表面に住所、氏名を書いてリサイクルステ

ーション（〒522 0088銀座町４ 19） 26 4810（FAX共用）へ

〈内容〉小・中学生に将棋の面白さを知ってもらうための将

棋大会です。〈日時〉12月２日 ９：00～16：00 〈場所〉中

地区公民館（大 町）〈対象〉市内の小・中学生〈定員〉50人

（申込者多数の場合は抽選）〈参加料〉無料 〈申込期限〉11月９

日 〈申込書・募集要項配布場所〉市内小・中学校、 教

育委員会事務局（市民会館２階）、各地区公民館、高宮地域文

化センター、みずほ文化センター、ひこね市文化プラザ

など 〈応募・問い合わせ先〉 教育委員会生涯学習課
24 7971、FAX22 3015へ国籍市施策懇談会委員

ミシガン州立大学連合日本センター「公開講座」

滋賀県立大学　校歌歌詞

みんな集まれ　「子ども将棋大会」

エコマーケット「夢畑」

第３期　外国籍市民施策懇談会委員時代劇衣装 かんたん変身体験

同世代の人との交流を通じて仲間をつくり、地域での生活や

生き方を考えるきっかけづくりを目的に講座を開催します

〈日程〉下の表のとおり〈対象〉おおむね65歳までの男性 〈受

講料〉２・３回目の材料費と４回目の小旅行にかかる費用の

み自己負担 〈定員〉各会場20人 〈申込期限〉10月26日

〈申込・問い合わせ先〉住所、氏名、年齢、連絡先を書いて、

はがき、ファクス、Eメールもしくは電話で 介護福祉課

23 9660、FAX26 1768、Eメール：kaigo@mx.biwa.ne.jpへ
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あなたの意思で助かるいのちがあります。臓器提供の意思表示、骨髄バンクへの登録へご協力ください。

臓器移植 財団法人滋賀県健康づくり財団　腎・アイバンクセンター 077 525 2733

問い合わせ先 骨髄バンク 財団法人　骨髄移植推進財団　 0120 445 445

健康福祉部健康推進課 077 528 3619

おわびと訂正
広報ひこね9月15日号10ページの「子どもセンターの臨時休館」において、彦根市少年少女美術展の日程が「11月９日 、
11月10日 」とあるのは、「11月10日 、11月11日 」の誤りでした。おわびして訂正します。

9 広報ひこね　平成19年10月15日

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

1１月前半

１日

２日

５日

６日
７日

８日

９日

12日

13日

14日

15日

16日

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地 、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目の一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地 、西今、平田
（大沢）、開出今 の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、開出今 の町団地、八坂東団地、野瀬、
西今、三津、海瀬、
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、
中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、八坂、須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、
和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、八坂、須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
日夏、竹ケ鼻、稲枝（西）、服部、平田（大沢を除く）、亀山地区
出路、田原、稲部（稲部）
日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下
稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）、田附、新海、南
三ツ谷、甲崎、野良田
鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲枝(東)、稲部(稲部、東)、稲里、
肥田（西肥田）、上西川、下西川、上石寺、下石寺、柳川

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【1１月前半】

図書館休館日 ３日（土・祝）、５日 、12日 日
(水・祝)、10日(月)

２日

６日

１日

８日

９日

１３日

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

1４日

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

1１月前半

１５日
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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彦根市では、下記の個別予防接種を医療機関に委託して実

施しています。

赤ちゃんが生後２か月～3か月の間に、予防接種の「説明

書・予診票つづり」を郵送しています。予防接種制度につい

てじゅうぶんにご理解いただき、安全に接種が受けられるよ

う、注意事項などをよく読んで、お子さんの体調のよいとき

に受けるようにしてください。長引く病気があるなど、予防

接種が受けにくい状況にあるお子さんについては、一度

健康管理課へご相談ください。

対　　象 彦根市に住民登録、外国人登録のある児

実施方法 予約制です。下記の指定医療機関に、あらかじめ

予約してからお出かけください。

接種費用 無料

問い合わせ先 健康管理課 24 0816、FAX24 5870

電話番号は、おかけ
間違いのないように
ご注意ください。 
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http://www.city.hikone.shiga.jp/

今月の納税 市県民税（第３期） 10月31日 までに納めましょう

▽
微
笑
み
　
堀
居
千
恵
子
（
米
原
市
）

▽
ひ
と
と
き
　
川
添
照
子
（
開
出
今
町
）

▽
熟
れ
る
　
平
松
越
（
中

二
丁
目
）

▽
ぱ
ん
ぷ
き
ん
　
曽
我
光
博
（
肥
田
町
）

▽
暖
冬
　
谷
村
純
子
（
後
三
条
町
）

▽
シ
ー
サ
ー
　
久
田
知
恵
子
（
西
今
町
）

▽
三
百
年
目
の
秋
色
（
芹
川
）

川
村
嘉
則
（
松
原
町
）

特
　
選

市
展
賞
・
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

特
　
選

市
展
賞

▽
彦
根
城
・
夏
の
中
濠

今
井
博
子（
開
出
今
町
）

▽
欅
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（

）

門
野
三
喜
重
（
高
宮
町
）

▽
夏
の
終
わ
り
　
川
瀬
加
代
子
（
南
川
瀬
町
）

▽
木
い
ち
ご
摘
み

木
村
文
華
（
大

町
）

▽
洩
れ
日
の
参
道
を
石
馬
寺
へ
　

早
崎
進
（
薩
摩
町
）

▽
初
秋
の
北
野
寺

塩
谷
雅
子
（
高
宮
町
）

▽
影
　
押
谷
た
か
子
（
米
原
市
）

▽
傘
寿
　
森
武
司
（
佐
和
山
町
）

市
展
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
豊
満

藤
野
幹
夫
（
戸
賀
町
）

▽
踏
み
出
せ
　
大
冨
由
盛
（
長
曽
根
南
町
）

▽
湖
烟

小
杉
明
生
（
愛
荘
町
）

▽
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
屏
風
　
和
田
育
代
（
大

町
）

▽
悠
悠
　
い
と
う
け
い
ろ
う
（
地
蔵
町
）

▽
三
彩
　
大
町
憲
治
（
大
津
市
）

▽
柳

詩

安
田
祥
代
（
東
沼
波
町
）

▽

詩
　
西

大
雄
（
松
原
町
）

▽
高
館

近
藤
貴
裕
（
開
出
今
町
）

▽
秋
江

望

筒
井
和
彦
（
平
田
町
）

▽
和
歌
五
種
　
橋
本
洋
子
（
平
田
町
）

▽
石
川
啄
木
の
う
た
　
安
居
孝
昌
（
日
夏
町
）

▽
冬
の
湖
畔
　
小
椋
俊
道
（
愛
荘
町
）

▽
た
そ
が
れ
飛
行
　
武
田
吉
正
（
立
花
町
）

▽
棚
田
の
夜
明
け
　
北
坂
節
子
（
戸
賀
町
）

▽
シ
ル
エ
ッ
ト
　
脇
規
子
（
東
近
江
市
）

▽
樹
氷
　
佐
竹
鉄
二
郎
（
栄
町
二
丁
目
）

▽
熱
砂
　
西
山
保
（
豊
郷
町
）

▽
落
ち
葉
掻
き
　
大
前
岳
雄
（
東
近
江
市
）

▽
風
紋
　
葛
山
善
基
（
松
原
町
）

▽
田
植
を
終
え
て
　
山
川
勝
治
（
地
蔵
町
）

▽
風
の
足
跡
　
山
口
善
一
（
小
泉
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

特
　
選

市
展
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

特
　
選

市
展
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

特
　
選

市
展
賞

特
　
選

第
56
回
（
平
成
19
年
度
）
彦
根
市
美
術
展
覧

会
が
10
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
ひ
こ
ね
市
文

化
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
出
品
数
５
２
１
点
、
こ
の
う
ち
惜
し
く

も
選
外
と
な
っ
た
１
２
９
点
を
除
く
３
９
２

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の

美
術
愛
好
者
が
訪
れ
、
清
秋
の
ひ
と
と
き
を

芸
術
鑑
賞
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
出
品
４
５
１
点
の
中
か
ら
、
市
展
賞

６
点
、
特
選
26
点
、
佳
作
14
点
、
入
選
２
７

６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
３
年

間
連
続
特
選
受
賞
な
ど
に
よ
り
、
無
鑑
査
と

な
っ
た
人
の
作
品
か
ら
、
５
点
が
奨
励
賞
に

決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
滋
賀
県
芸
術
文

化
祭
奨
励
賞
に
は
、
洋
画
部
門
で
市
展
賞
を

受
賞
し
た
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
展
賞
、特
選
お
よ
び
無
鑑
査
奨
励
賞
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
受
賞
作
品
は
、

学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
ひ
こ
ね
っ
と
」

h
ttp

://lo
n

g
life

.city.h
iko

n
e

.sh
ig

a
.jp

/

に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課

24
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
９

１
９
０
番




